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たがって 鞍/S1- 1.33と云う嶺告があるが､これは明らかに誤 りであろう0
28S成分は環状とは認めがたいD
固有粘度比 〔症 /〔q]1の値はt free-draining.mole:culeでは0･5,
noヱトfree-a-raininglmOlecuユeでは.排除体積効果のない場合0.631,












ただしRは末端距離 ,aはセグjントの長さ.Nはセグメン ト数 ,2;は セグメ







金 子 元 三 (北大理)
低分子溶夜の溶一媒効果は tlildebTandにより熱力学的立場か ら調べ られ.






るO これに反し高分子ではその鎖状構造か らsegmen七の自由度が束縛 される
のが原因と思われるが. pair en七ropyは 1/2より小さいのが普通のようで
こ出面から溶媒効果に関する方向性の問題を調べる可能性がある｡
高分子溶液の浸透圧叉は義気だ測定より得られる第二ビ9アル係数は
A2-轟M(1-5,T)哨 Ⅹ- Qie,T (1)
の形にな りt これから *1-諸 といった熱力学的パラメーターを求めるわけであ
あるが.争一間の函数形はⅩ-0(即 e温度)の附道でのみわかつ七いるあで
e溶媒についてL･か gl･Eiが求められぬ欠点がある0 1950年代にな り
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